
の
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
域
内
の
持
続
的
な
発
展
に
つ

な
げ
よ
う
と
2
0
0
1
年
に
発
足
し
た

の
が
、「
ア
セ
ア
ン
工
学
系
高
等
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
U
N
／
S
E
E

D-

N
e
t
）」
だ
。「
A
S
E
A
N
地
域

で
は
、
経
済
の
成
熟
化
や
賃
金
の
上
昇

に
伴
っ
て
成
長
が
停
滞
す
る
〝
中
進
国

の
わ
な
〞
に
陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
国
が

発
展
を
続
け
る
た
め
に
は
、
付
加
価
値

を
生
み
出
す
高
度
人
材
の
育
成
が
重
要

な
の
で
す
」と
、
S
E
E
D-

N
e
t
事

務
局
の
渡
辺
元
治
副
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
説
明
す
る
。
現
在
、
A
S
E

A
N
の
26
大
学
と
日
本
の
14
大
学
で
構

成
さ
れ
る
S
E
E
D-

N
e
t
は
、
教

員
や
学
生
の
教
育
・
研
究
能
力
の
向
上

を
図
り
、
化
学
、
土
木
、
電
気
・
電
子

な
ど
の
工
学
系
10
分
野
に
お
い
て
、
修

士
号
・
博
士
号
取
得
の
た
め
の
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
て
い
る
。

　
特
徴
の
一
つ
が
、
教
員
や
研
究
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
環
境
問

題
、
自
然
災
害
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
っ
た
地
域
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
、
ヒ
素
に
よ
る
飲
料
水
の
汚
染
を

原
因
と
す
る
健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大
学
と
北
海
道

大
学
だ
。「
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

ヒ
素
汚
染
水
の
浄
化
法
の
開
発
を
続
け

て
き
た
の
で
、
そ
の
知
見
を
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
、

北
海
道
大
学
の
佐
藤
努
教
授
は
話
す
。

　
佐
藤
教
授
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大

学
か
ら
北
海
道
大
学
の
博
士
課
程
に
進

学
し
た
ピ
ッ
チ
・
ブ
ン
チ
ュ
ン
博
士
と

共
に
、
現
地
で
も
手
に
入
る
安
価
な
材

料
を
使
い
、
か
つ
複
雑
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
不
要
な
汚
染
除
去
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
取
り
組
ん
だ
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
れ
た
際
に
、
現
地
で
は
ヒ
素
が
猛
毒

だ
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
技
術
が
信

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

頼
を
得
る
た
め
に
は
、
地
道
な
説
明
が

必
要
だ
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
」
と

佐
藤
教
授
。
今
で
は
、
完
成
し
た
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の

世
帯
の
住
民
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ブ
ン
チ
ュ
ン
博
士

は
、
現
在
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大
学
に

戻
り
、
教
壇
に
立
ち
な
が
ら
研
究
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
地
元
住
民

や
支
援
活
動
を
行
う
人
た
ち
へ
の
被
害

が
後
を
絶
た
な
い
地
雷
問
題
だ
。
こ
の

課
題
に
対
し
て
も
、
S
E
E
D-

N
e
t

を
活
用
し
た
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　「
現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
科
大
学
の

教
員
や
学
生
と
協
力
し
て
、
地
雷
探
知

機
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

こ
う
話
す
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
国
で
地
雷
探
知
除
去
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
き
た
東
京
電
機
大
学
の

石
川
潤
教
授
だ
。
石
川
教
授
は
、
探
知

機
の
動
作
原
理
を
学
生
に
説
明
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
、
現
地
で
調
達
可
能
な

材
料
を
使
っ
た
安
価
な
探
知
機
を
開
発

し
た
。
今
後
は
、
東
京
工
業
大
学
で
共

同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
地
雷
探
知
ロ

ボ
ッ
ト
と
の
連
動
試
験
も
予
定
さ
れ
て

い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
地
雷
探

査
技
術
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
S
E
E
D-

N
e
t
を
通
じ
て
日
本

　
　
　
　
　
　
　

　「
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う
言

葉
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

昨
今
。
留
学
生
と
机
を
並
べ
て
英
語
で

授
業
を
受
け
る
と
い
う
光
景
は
、
日
本

の
大
学
で
も
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
特
に
、
A
S
E
A
N
地
域
か
ら
の

留
学
生
の
数
は
、
こ
の
30
年
間
で
約
20

倍
と
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
と
A
S
E
A
N

交
流
促
進
や
産
学
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
拡
大

大
学
の
知
識
や
技
術
を

地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る

A
S
E
A
N
域
内
の
社
会
・
経
済
発
展
を
支
え
る
工
学
系
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
―
―
。

各
国
と
学
術
面
で
の
結
び
付
き
も
強
い
日
本
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
だ
。

A
S
E
A
N
共
同
体
の
人
的
な
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

発
展
を
支
え
る

優
秀
な
〝
知
〞の
確
保
へ

SEED-Netを活用して、タイの
チュラロンコン大学を卒業した
学生たち。これから、それぞれ
の分野での活躍が期待される

東京電機大学との共同研究プロジェクトで、地雷探知機の回路
を改良するカンボジア工科大学の学生

石川教授は2001年から約５年間、
科学技術振興機構（JST）の地雷
探知除去プロジェクトのマネジメント
を担当した経験を持つ（写真は開
発機器の評価試験の様子）

飲料水のヒ素汚染が問題と
なっている地域で、水質調査
を行うカンボジア工科大学
のブンチュン博士（左）

ヒ素汚染の除去システムの導入を喜ぶ地元の子
どもたち

の
大
学
や
域
内
の
別
の
大
学
で
学
位
を

取
得
し
た
多
く
の
留
学
生
が
、そ
の
後
、

母
国
の
大
学
に
戻
り
教
員
や
研
究
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
恩

師
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
て
共
同
研

究
を
続
け
た
り
、
今
度
は
教
え
子
を
同

じ
大
学
に
留
学
さ
せ
た
り
と
、
大
学
間

の
関
係
性
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
側
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
大

き
い
。
一
つ
が
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

な
ど
を
通
じ
て
大
学
の
国
際
化
が
進
む

こ
と
。
も
う
一
つ
が
、
大
学
の
知
識
や

技
術
を
産
業
の
発
展
に
役
立
て
よ
う
と

２
０
１
３
年
に
始
ま
っ
た
産
学
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
だ
。
最
近
で
は
自
社

が
持
つ
製
品
や
技
術
を
A
S
E
A
N
地

域
に
適
応
さ
せ
る
た
め
、
現
地
で
研
究

開
発
を
行
う
日
本
企
業
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
海
外
進
出
の
動
き
を
、

調
査
研
究
や
人
材
の
面
か
ら
支
え
る
強

力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
S
E
E

D-

N
e
t
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
の
だ
。

　「
私
の
研
究
室
で
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
研
究
交
流
を
し
た
い
と
話
す
学
生
が

出
て
く
る
な
ど
、
良
い
刺
激
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
石
川
教
授
。
一
方
、
佐
藤

教
授
は
、「
S
E
E
D-

N
e
t
は
、
日

本
の
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た
技
術

を
世
界
に
広
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
日
・
A
S
E
A
N
双
方
で
交
流
の

波
が
広
が
る
S
E
E
D-

N
e
t
は
、

域
内
の
「
人
的
連
結
性
」
の
強
化
に
向

け
た
鍵
と
な
り
そ
う
だ
。

プノンペン

from カンボジア

Cambodia

February 2016                       1213　                   February 2016


